
2006年度 小委員会活動成果報告 
（2007 年 2月 28日作成） 

小委員会名 歴史的建築リスト整備活用小委員会 主 査 名：川向 正人 
就任年月：2003 年 4月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

建築歴史・意匠本委員会 委員長名：吉田 鋼市 
主 査 名： 

設 置 期 間    2003 年 4月  ～  2007 年 3月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

・ 検索および更新可能なインターネット上の歴史的建築データベースの維持管
理。また、データベース自体の時代の要求に応じたシステム更新の検討。 
・ 支部、大学、研究機関、自治体などとの人的ネットワークの構築。 
・ 災害時の基本台帳、あるいは地域における生涯学習の基礎資料としてのり活
用を考慮に入れたシステムおよびリストの整備、ならびに、地域の専門家・一般

住民の参加プログラムの策定。 
委員公募の有無：無 

委員構成 
（委員名（所属）） 

池上重康（北海道大学） 
永井康雄（東北大学） 
川向正人（東京理科大学） 
川上光洋（東京理科大学） 
山中章江（東京理科大学） 
小沼景子（文化庁） 

水沼淑子（関東学院大学） 
渡邉研司（東海大学） 
足立裕司（神戸大学） 
多田善昭（多田善昭建築設計事務所） 
佐藤正彦（九州産業大学） 

設置WG 
（WG名：目的）  

2006年度予算    240,000円 ホームページ公開の有無：有 

委員会 HPアドレス：http://GLoHB-ue.eng.hokudai.ac.jp/ 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数      1 回（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
なし 

講習会 なし 

催し物 
（シンポジウム・セミナ

ー・研究会・見学会等） 
なし 

大会研究集会 なし 

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 なし 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１．関東支部を中心としたＤＢの充実と活用に関してワーキンググループを設置

し、具体的なコンテンツの充実と、その方策が検討された。 
２．昨年度のシンポジウム・研究協議会を通じて、データ入力のための運営資金

の獲得が目下の急務となり、科学研究費（ＤＢ）の申請書を作成した。 

委員会活動の問題点 
・課題 

１．支部を主体とした DB 運営組織活動について支部により温度差が大きい。 
２．市町村合併による所在地名称の変更、新規の文化財指定・登録など、逐次更

新される情報をリアルタイムで DB に反映することが、なかなか出来得ないこと
にたいする、葛藤。これについては外部資金を獲得することにより、実現の可能

性が大いに上がることを期待したい。 
３．東北支部において採択された「支部の特色ある活動」事業に、関東支部を中

心に、応募したが採択されなかった。  
＊小委員会活動成果報告書は本書式を基本とする。ただし、それぞれの本委員会において活動実績を報告する共通

項目があれば、最下段に項目を追加して記述してもよい。 


